
(別紙様式)

平成２９年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名： 和歌山県立新翔高等学校 学校長名： 永石 和 印

目指す学校像 ・地域に開かれ、地域から信頼される学校
・ ・豊かな感性と思いやりの心を持った時代の変化に主体的に対応できる生徒

育てたい生徒像 ・社会に役立ち、社会及び地域社会に求められる生徒

本年度の重点目標 １多様な生徒に対応するため授業改善を進め、学力の向上を図る。 Ａ 十分に達成した （８０％以上） 学校評価の結果と改善方策の公表の方法
達

(学校の課題に即 ２社会との繋がりを意識させ、モラルや規律を遵守する姿勢を育てる。 Ｂ 概ね達成した （６０％以上） 育友会総会並びに評議員会の場で自己評
し、精選した上 成 価及び学校関係者評価の結果を知らせる。
で、具体的かつ ３防災・安全教育を通し、自他の生命を尊重する態度を育てる。 Ｃ あまり十分でない（４０％以上） また、ホームページを通して広く公表する。
明確に記入する） 度

４キャリア教育を充実させ、生徒の希望進路の実現を図る。 Ｄ 不十分である （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （ ３月 ９日 現在 ） 平成３０年 ３月９日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

小・中学校時代に躓き、学習習慣が確 ・組織的に個別指導などに取 ・基礎学力を定着させるための支援 ・考査前の個別指導や補習の実施 個別指導や補習については、学習支援が必 個人目標の設定については進路等 （意見）
立されていないため、自主的に学習に取 り組んでいるか と補習の充実 ・長期休暇中の補習の実施 要な生徒だけでなく、積極的な参加もあり良 の目標を早期に設定させ、様々な場 ○多くの新翔生徒が明るく生き生きと学校生活を楽
り組もうとする姿勢が弱く、基礎が不十 ・積極的に授業に参加させる 好であった。提出物については 100%には至 面でアドバイスをするなど常に意識 しんでいると思います。登下校時に元気に挨拶を
分で達成感が低く、授業参加に積極的に ことができているか ・自主的・協働的な学習態度の育成 ・個人目標の設定と課題等の提出率 らなかったが、提出を促す努力をした結果昨 させ目標達成に向け努力を継続させ してくれる生徒もいます。
なれない生徒が多いのが現状である。 ・教育改革への準備はできて (課題解決型) 100％化 年度に比べて提出率は向上した。 B る。 ○新翔生はみんな明るく楽しい学校生活を送ってい

１ 課題は進路目標を早期に設定させ、常 いるか 研究授業、公開授業後の研究協議等の研修 気軽に授業が見せ合える環境整備 ると思います。
に目標を意識させるとともに、その達成 ・生徒の学習意欲の向上、教員の授 ・授業改善のための研究授業、公開授 については徹底できなかったが、多くの教員 に努め、研究授業の活発化につなげ ○日頃、地域や学校での生徒の服装や態度等かなり
に向け努力させる指導にある。 業力・指導力の向上（主体的・対 業・研究協議の実施 が ICT を活用した授業に積極的に取り組め る。 安心してみていられる。新聞紙上で、クラブ活動
そのためには、学年や進路指導部との 話的で深い学び） た。。 ICT 活用と「主体的・対話的・深 や学校行事等の生徒の活動を楽しみに拝見してい

連携を密に行い計画的な取り組みが行え 学習障害等のある生徒への支援について い」学びにつながる授業につとめる。 ます。
るよう教務的な観点から検討し、学習習 ・学習障害のある生徒への支援 ・黒板の使用方法の統一化 は、学年・教育相談を中心に計画的に取り組 次年度から実施の通級指導のさら ○新翔生はよく挨拶する。
慣を定着させる必要がある。 全員参加の校内研修実施 めた。 なる研究と有効な活用に取り組む。 ○先生達は校門指導等熱心に取り組み、行事等にお

いてもよく頑張って いると思います。
学校生活全般において、やや依存型で自 ・組織での一体化した指導が ・校則・モラル遵守徹底のための指導 ・定期的な服装頭髪検査 定期的な服装検査や種々の訓話、チェック チェック表を用いた指導では、記入す ○先生方は熱心に取り組んでいるのがわかります。
ら考え行動できる生徒が減少している傾 できているか 校門指導や休憩時間中の校内巡視 ・チェック表を用いた指導 表を用いた指導を通して、茶髪や服装の乱れ る教師が限定されている。全職員の共通 ○１００周年記念事業では立派な式典を開催でき
向にある。 ・問題行動に対し改心や成長 や昼休みの校門指導の実施 ・アセンブリー、各種講演等での講話 は改善されてきた。問題行動も、行為の反省 行動によりスカート丈や化粧、ワックス た。校長をはじめ教職員のご苦労、団結した姿、
大多数は素直で純朴な生徒であるが、中に を促す指導ができているか ・ＱＵテストの実施と活用 に加えルールの必要性、仲間や保護者の存在 等の規律違反は更に減ると考えられる。 又、生徒の一生懸命な姿に感銘を受けました。
は幼さが残り、規範意識や道徳観が十分備わ ・生徒の実態や課題に応じた 等を考えさせることで、行動を律する姿勢を 新入生の規律遵守の姿勢や意識が低下し 今後も同窓生として支援をしていきたいと思いま
っておらず校則違反や他者への思いやりに 学習の機会を計画的に設けて ・問題行動や不登校の生徒に対する ・迅速かつ適切な事情聴取、面談、ケ 育むことができた。いじめアンケートでは、 ており、自己中心的な言動が目立つよう す。
欠ける言動を繰り返してしまう生徒もいる。 いるか 教育相談、保健室と連携した指導 ース会議等の実施 仲間意識や人権尊重の精神も向上してきてい になってきたため、入学当初から教職員
また、保護者の放任や教育力の低下とい ・校内美化活動を推進し、生 ・家庭との連携 ると思われる。一部の生徒ではあるが、SNS が連携し、深く関わりながら指導を展開

２ った家庭環境の不十分さにより自尊感情や 徒会活動を活発化させている ・教育相談、SC、SSW、各種外部機関等と やライン等で生徒間においても配慮に欠ける A する必要がある。次年度から通級を実施 （要望）
自己肯定感が育たず、問題行動や不登校に か の連携 事案が起きている。その都度、生徒指導部を するため、例年以上に人権担当・教育相 ○地方新聞や HP 等で生徒の活動状況を知ることが
つながる傾向も見られる。 ・各委員会活動が活発に行わ 中心に学校全体で早急かつ適正に指導した。 談と連携して、障害者理解のための人権 できますが、もっと生徒の様子をアピールしても
さらには、人権を無視した言動や行動 れ、生徒の自主的活動がみら ・人権教育の推進 ・人権ＬＨＲ等の計画的実施 昨年度より新たに導入したトイレ清掃は、 学習(講演会)を実施人権意識向上に取り 良いと思います。

が見られるようになり、人を大切に思え れるか ・人権尊重精神の涵養 ・いじめアンケート年３回実施 校内美化並びに施設設備を大切にする心を育 組む必要がある。 ○ボランティア活動を活性化することで地域との関
ない現状がうかがえる。 ・人権教育と連携した生徒指 む取り組みとなった。文化祭・体育祭等の学 行動が他の迷惑や規律違反にならない わり、働きかけをさらに積極的にすすめて欲しい。
こうした課題に対して、HR 活動、生徒 導がなされているか ・生徒会活動の活発化 ・定期的な委員会活動日の設定や朝の朝 校行事では、生徒の自主的な参加が見られる か判断できるよう、生徒会メンバー自ら

会活動、部活動等の活性化を図ることで自 ・部活動に参加し、自らを心 ・校内美化活動の実施 の挨 拶運動の実施 とともに生徒会活動も活発になりつつある。 が、その基準を作れるよう指導していき
己有用感や集団帰属意識を高めていけるよ 身ともに鍛えようとしている ・部活動の活性化 ・ＨＲ役員による自主的な清掃活動の実施 部活動では、水泳部、レスリング部が近畿 たい。クラブ生減少は厳しい現状だが、 （評価）
う取り組む。 か 大会に出場した。レスリング部、ボーリング 体育系・文化系とも活発化に向け支援し 10項目中８項目において、Ａ（そう思う）とＢ（ど

・中学校との連携、交流活動等の推進 が国体に出場した。 たい。 ちらかというとそう思う）を合わせて 80 ％（83.1
％）を超え、全般的に肯定的な評価をいただいた。

基本的生活習慣の欠如から、体力的、 ・命を大切にするための 取 ・安全教育・健康教育の計画的推進 ・交通安全、薬物乱用、防煙、性教育 交通安全や防煙、情報モラルに関する講座 講演により高められた意識をその後 もっとも評価が高かったのは例年同様、ａの「本
精神的に望ましい成長が見られず、自分 組が計画的に実施さ れてい 等各種講演の実施 を計画的に実施することができた。 も定着させるための工夫をする。 校の生徒は、明るく生き生きと学校生活を送ってい
の健康や安全に対する意識が不十分な生 るか 防災スクールや地域の災害ボランティア等 防災訓練の内容等のさらなる充実 る」、ｅ「本校は地域等の活動に対して協力的であ
徒も見受けられるため、保護者や地域、 ・保護者や地域、防災関 係 ・校内防災組織・整備の充実 ・防災訓練の複数実施 に積極的に参加し、防災意識の向上が図れた。 を図る。避難時の鉄則である「お・ る」であった。本校の教育目標でもある「社会に役
各関係機関との連携や協力の下、生命の 機関との連携や協力体制が図 ・職員による防災訓練の実施 ・メール一斉配信の登録数増加 年度初め、津波防災の日、学年末の３回、地 は・し・も」（押さない・走らない 立ち、地域に貢献できる人材の育成」が着実に成果
大切さを啓発していく。 られているか ・学校掲示板の周知徹底(生徒/保護者) 震・津波の避難訓練を実施した。学年末の訓 ・しゃべらない・もどらない）をさ を上げている結果と考える。

３ 防災面では、今後発生する確率が高ま ・防災科目内容の充実 練では本年度は休憩時間中に訓練を実施し、 らに徹底できるよう避難訓練事前学 d「本校には、他の学校には無い特色があると思
っている南海トラフ地震や水害等に対 ・防災委員(生徒)の積極的な活動 より実践的な取り組みとなった。 B 習等を徹底する。 いますか」と例年もっとも評価が低かったｃ「本校
し、「自助」、さらには「共助」「公助」に 学年掲示板を設置するなど、連絡体制を強 年度末の訓練での課題(放送設備 の日常の教育活動に、保護者や地域の意見が取り入
向け、これまで以上に効果的に防災意識 ・防災スクールの実施(地域との連携) ・実施、参加後のアンケート結果の集 化し、そのことを年度初めの防災訓練で、生 ・消火活動・救命救護)について充 れられている」(20 ポイントアップ)の２項目が飛躍
を高められるよう取り組む。 ・地域の防災関連行事への参加(地域 約と活用 徒･保護者･教職員に徹底している。メール一 実下取り組みとなるよう計画する。 的に向上した。育友会総会や進学保護者会など様々

との連携) ・保護者や地域の方の協力及び参加人数 斉配信の登録数は、昨年度より大幅に増加し 「自助」、「共助」「公助」に向け、 な機会を捉えて学校側からの情報発信を効果的に行
・各種外部団体との連携強化 た。卒業式当日の警報発令時にも大きな混乱 効果的に防災意識を高められる取り いつつ、学校評議員会や保護者懇談会といった外部

無く実施できた一因(成果)と考える。 組みを充実させていく。 からの学校教育活動に対する意見を直接吸収、集約
できる場を設定してきた成果と考える。

進路関係未決定者の更なる減少に向け ・生徒が勤労観・職業観を高 ・「総学」での取組、補習・個別指導 ・成績不振者数の減少 就職・進学ともに進路実績を伸ばすことが 「産業社会と人間」「総合的な学習の時間」 f「本校では基本的な生活習慣や規範意識を身につ
て、分掌・学年・クラブ顧問と密に連携 めるための具体的、効果的な 等による基礎学力の養成 できた。また度末毎に「総合的な学習の時間」 において、更に内容を検討し、確かな学 けるため適切な指導が行われていると思いますか」
する。 取組が行われているか の取組方法を改善してきたことも、進路実績 力の向上につながるよう改善していく。 についても高評価(92 ％)をいただいたが、1 名だけ
生徒・保護者の進路に 職業安定所等 ・卒業後、進路先で適応して ・個人面談の充実 ・フリーター希望者数の数 の向上につながった。進学面では、特に継続 生徒が持っているドリルを、各教科・ 厳しい評価（D)があった。ごく一部の生徒の行動等

４ の外部機関との連携を継続していく。 いける力をつけるための取組 的な進学補習が実を結び、昨年度同様、看護 A 各学年等で積極的に活用させることで、 が全体の印象になっているものと思われるが、あら
生徒が安易な進路選択とならないよう がなされているか ・応募前職場見学の推進 ・応募前職場見学者数とその割合 系を中心に成果を上げた。 基礎学力の定着を図りたい。 ゆる教育活動を通して、全教職員で生徒指導のさら

な指導、卒業後の進路先で必要な力をつ 外部機関とは、ハローワークをはじめ、綿 進路未決定者に対する関わり方を、分 なる徹底と充実に努めたい。
けるために組織的にな取り組む。 ・職業安定所など外部機関との連携、外 ・進路未決定者の減少 密な連携をとることができた。また、外部講 掌・学年、さらにクラブ顧問とも連携し

部講師や卒業生による進路講演会やガ 師や卒業生による講演も実施することがで て検討していき、１００％の進路実現を
イダンスの積極的実施 き、生徒にとって良い刺激になった。 目指す。

社会福祉協議会との連携による介護資格取 外部機関とは、さらに綿密な連携がとれ
・進学希望者に対する計画的指導 ・進学模試受験者数 得の取り組みも着実に成果をあげている。 るよう努める。


